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1 は じ め に

燐酸肥料は限りある燐資源に依存している。この資源を

有効に利用するためには水稲に必要な燐酸濃度が明らかに

されなければならない。

水稲茎黛こ必要な燐酸濃虜とついては既に玄米収量あるい

は穂数との関係から検討されている。例えば最高分けつ期茎

葉濃度については志賀らの報告があり
4),幼

穂形成期茎葉濃

度については火山灰土壌を用いた上沢らの報告があるう。

ここでは泥炭土壌水田で,土壌有効燐と水稲茎葉燐酸濃

度の関係から水稲茎葉に十分な燐酸濃度を生育時期別に検

討した。また成熟期については茎葉と穂の燐酸濃度の関係

から成熟期に必要な燐酸濃度について検討した。

2試 験 方 法

岩沼泥炭試験地では肥料三要素試験と排水改良試験を

1954年から長期継続しているが,こ れらの試験成績にもと

づいて解析した。この中には燐酸肥沃度の著しく低い無燐

酸区,そ して水稲の燐酸吸収量に比べれば著しく多量の燐

酸 (P20521″ /10α )が連年施用されている施肥改善区

が含まれている。

土壌有効燐はBray m 2法 により, 生育時期別に採土し

生土のまま分析に供 した。乾土と抽出液の比は 1:7と し

た。品種は1964年以降はササニシキである。

3 水稲茎葉の時期別に必要な燐酸濃度

1979年 (豊作年 )と 1981年 (不作年 )に生育時期別に土

壌有効燐と茎葉の燐酸濃度の関係を検討した。結果の一部

を図 1に示した。
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いずれの時期でも水稲茎葉の燐酸濃度は土壌有効燐の増

加とともに高まるが,やがて頭打ちとなリー定濃度 (上限

値 )に近づく傾向が認められた。この茎葉P205濃度の上

限値は最高分けつ期 085%,幼穂形成期 075%.減数分裂

期 065%,出 穂期 060%,成熟期 020%程度の値であり,

豊作年,不作年の差はほとんど認められなかった。また土

壌有効燐が多くても乾物生産量の著しい増大は認められず,

水稲の燐酸吸収量もはとんど増加しなかったので上記の値は

泥炭地水田水稲茎葉に十分な燐酸濃度を示すと考えられる。

しかしこの燐酸濃度の上限値は土壌により異なる可能性

がある。上沢らは東北農試の黒ボク土壌の場合には幼穂形

成期茎葉P205濃度は約 090%に 漸近すると報告 しており

'泥炭地水田で得られた上

記の値はこの値に比べれ (P205
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は出穂前は明らかに低日

に推移している
1)(図

2)。

泥炭地水田水稲の燐酸濃

度がやや低い上限値をと 図 2
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る原因については今後検討が必要である。

4 成熟期茎葉と穂の燐酸濃度

泥炭地水田の肥料三要素試験は1954年 から継続されてい

る。この中の無燐酸区の成熟期茎葉と穂の燐酸濃度の推移

を対三要素区の比で図 3に示した。無燐酸区茎葉濃度は三

要素区に比べれば試験開始後直線的に低下し, 5年後には

三要素区の%,約 005%程度にまで低下した。しかしその

後25年を経ても茎葉 P205濃度は005%よ り低下すること

はなかった。一方穂のP205濃度は,試験開始後少なくと
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図3 成熟期無燐酸区茎葉と穂の燐酸濃度

の年次推移 (NPK区 二 100)
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も5年 間は茎葉の濃度が低下しても低下することなく約

060%の 値を保つが,試験開始後17年を経た1971年以降は

三要素区に比べ明らかに低下した。

また豊作年,不作年を含む1976～ 1984年 に亘る三要素試

験のすべての区を用いて茎葉と穂の燐酸濃度の関係をみた

のが図 4である。成熟期

の穂のP205濃度は茎葉

P205が約005%以上で

あれば茎葉濃度にかかわ

りなく約 06%の一定濃

度にとどまるが,茎葉

P205濃度が005%に近

づくと穂の燐酸濃度は急

激に低下した。収量も茎

葉P205濃度が約005%

に近づくと年次によらず

急激に低下するし(図 5),

穂の濃度が約 06%をき

れば収量低下がはじまる

傾向にあった (図 6)。
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図 6 成熟期穂の燐酸濃度

と収量指数 (NPK区
=100)
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濃度について検討した。

水稲生育のいずれの時期でも,水稲茎葉の燐酸濃度は土

壌有効燐の増加とともに高まるが,やがて一定濃度 (上限

値 )に近づく傾向が認められた。この茎葉P205濃度の上

限値は年次間差は小さく,最高分けつ期 085%,幼穂形成

期 075%,減数分裂期 065%,出 穂期 060%,成熟期020

%程度であった。上記の値は泥炭地水田水稲茎葉に十分な

燐酸濃度と考えられる。

成熟期については茎葉と穂の燐酸濃度の関係から,穂に

とって十分なP205濃度は約 06%であり,茎葉に必要最

少のP205%は約005%であると考えられた。これらの値

は水稲燐酸欠乏状態を判断する際に,地域・土壌・品種の

違いにかかわらず広く適用が可能な値と考えられる。
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以上から成熱期茎葉の必要最低のP205濃度は約005%

であり,穂に十分なP205濃 度は約 06%であると考えら

れる。それ故穂のP205濃度が 06%よ り低ければ燐酸が

不足していると考えられ,茎葉濃度が005%に 近けれま著し

い燐酸不足状熊こあると考えられる。また既往の成績
23o

から成熟期茎葉と穂の燐酸濃度の関係を作図しても図 4と

同様の傾向が認められた (図 7,8)。  したがって上記の値

は水稲の燐酸欠乏状態を判断する際に地域,上壌,品種の

違いにかかわらず広く適用が可能な値であると考えられる。

5  ま  と め

岩沼泥炭地水田のササニシキを用いて水稲に必要な燐酸
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